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T , /カがっいている兵劾 jあるので 鰍 こ
のまま顔ブナて餅LいでiToJ(生徒-のアンケー
トより)
4 考察
勤務校において,上記のような活動をしてきて,
その結果は,客観的にどうだったのだろうか｡英
語のリスニングカの伸長の客観的なデータについ
ては,外部模擬試験 (進研記述模試7月,11月)
のリスニングテス トの部分の結果を,他の県
内6つの進学校の生徒の結果と比較し分析した｡
結果は,本校の7月では,リスニングの偏差
値は,45.8だったのに対し,11月のリスニング
では,55.3であった｡ その間の伸びとしては,偏
差値で9.5であり,これは,県内他の6つの進学
高校の中で最大の数字である｡ その意味では,仮
説を立てて,様々な方策をとってきたことが結果
につながったと言える｡しかしながら,まだリス
ニングの実力では,県内では,上位の3校に後れ
を取っている｡これは,問題を分析すると,リス
ニングカもさることながら,基本となる英文の直
読直解の力がまだまだ不足しているからだ｡英語
の四技能は,バランスよく伸びなければならない｡
リスニングカだけの突出はあり得ない｡
また,本校では,年に2回全ての授業を対象
に授業評価をしている｡英語 Ⅰの授業評価では,
｢この授業に満足しているか｡｣の質問に対して
生徒の解答は,｢よく当てはまる 65%J,｢まずま
す当てはまる30%｣,で95%の生徒が授業に対し
て概ね満足に思っている｡ また,｢達成感が得ら
れる授業であるか｡｣も,86%の生徒が概ね満足
に思っている｡この数字は,他の教科等と比較す
べき類のものではないが,概ね良好なのではない
かと考えている｡また,紙面上割愛するが,自由
記述も非常に肯定的な意見が多かった｡
5 到達点と課題
到達点は次のとおりである｡
① 目的を明確化したリスニング活動を継続して
行うことにより,少しずつではあるが,リスニ
ングカも向上した｡
② リスニング活動で,英文内容や音の ｢気づき｣
を大切にする授業は,生徒がより真剣に授業に
取り組むだけでなく,ペアワークや全体での話
し合い活動に仕組むことで,聞くことに関する
深い学習が出来た｡
③ リスニング活動は,下位の生徒が活躍する場
面も多く,教師自身の考えも多く変わった｡文
法や読解が苦手な生徒が,英間英答で的確に答
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えたりすることもよくあった｡これまで,リス
ニングは,精読読解-速読-リスニングと段階
づけて考えていたが,いろいろな角度からの指
導のあり方が分かった｡
また,課題点としては,
① リスニングを伸ばすには,リスニングに特化
した指導では決してリスニングは伸びない｡1
時間内でのスピー キング指導,読解指導,表現
活動等の総合的な言語活動の充実が極めて重
要である｡本研究を通じて得たものをまとめ,
現任校の英語科職員全員で継続的に実施でき
るような3年間を見通したカリキュラム作り
が必要である｡
② 英語教師自らの英語力と英語の使用頻度が,
授業時間内の言語活動量に直接結びつくので,
自分自身の英語力向上が急務であると切に感
じている｡軌 今年度置賜地方の高校英語教員
同士で英語で話をする会を定期的に開催し,お
互いに研修を深めているところである｡
6 むすび
最後になりましたが,この報告を書くにあたっ
てご指導を賜りました山形大学教職大学院平田俊
博先生,三浦登志-先生,また実習校で指導を賜
りました霞城学園高等学校寒河江松夫教頭先生は
じめ英語科の先生方,山形大学附属中学校奥山竜
一教頭先生はじめ英語科の先生方,そしてこの2
年に渡る研修を快く可能にさせてくださった山形
県教育委員会及び勤務校である蒲生直樹前校長先
生及び佐藤広明校長先生はじめ教職員の皆様に厚
く感謝を申し上げます｡
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